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1．はじめに

　本校は昭和39年，下北半島の産業経済の振
興・発展と共に，地元出身の技術者の育成を目
指し，機械科（2クラス）と電気科（2クラス）
をもって開校された工業高校である。その後，
昭和46年に設備・エネルギー科の前身となる
設備工業科（のち平成元年に設備システム科に
改編）が，平成3年には電子機械科と電子科が
開設され，現在は5学科（機械，電子機械，電気，
電子，設備・エネルギー）5学級募集の専門高
校である。
　地理的には本州下北半島の内湾側に面したむ
つ市にあり，平成25年には，創立50周年を迎
えた本州最北の工業高校でもある。

2．新学科設置の経緯と目的

　平成23年4月に，従来の設備システム科から
設備・エネルギー科に学科改編を行った。従来
の冷暖房・給排水・電気・配管の学習に加え，
エネルギー（原子力・太陽光・風力・地中熱等
のエネルギー及び枯渇性エネルギー）の学習内
容を取り入れた全国で唯一の学科であり，今年
度で開設4年目となる。
　現在，むつ・下北地域及び隣接する地域は，
環境・エネルギー産業の創出や研究開発拠点の
形成を図っている。それらの事業を推進するた
めに，優れた人材の確保と安定した労働力の供
給が必要不可欠である。これらの関連企業に対
応するニーズや継続的な労働力を供給するため

の人材育成を，他県から確保するのではなく，
県内，特に地元から確保することが将来の本校，
地域，大きくは青森県の発展に繋がると考えて
いる。
　また，そのような人材を育てることが，将来
の日本並びに世界のエネルギーや環境問題，保
全を考える上で必要になると思われる。
　従前の設備システム科は，エネルギー関連企
業の設備に係る仕事を担う人材育成及び供給の
ために設置された。
　設備・エネルギー科は，本来の設置目的を踏
襲し，学習指導要領の資源や環境・エネルギー
に配慮した工業教育を行い，地域の求める人材
育成に努めることを新たに付け加え，倫理観を
持った優秀な人材の育成を設置の目指すところ
とした。
　また，平成23年3月11日に発生した東日本
大震災以降，地域における防災拠点化促進に伴
い，本校でも自然エネルギーを利用したハイブ
リッド型自家発電システムを製作，防災ステー
ション化計画を立ち上げ，「災害に強い学校」
を目標に取り組んでいる。
⑴　教育課程の特徴
①　類型コース制の実施
　「設備・エネルギー科」は，「設備」と「エネ
ルギー」の2つの類型を設定した。1年次は各
類型とも一緒に同一科目を学習し，生徒個々の
習熟度や将来の進路目標を明確に持つための学
習期間とし，2年次より各自の生徒が「設備」
か「エネルギー」のどちらかを選択し，それぞ
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　高度情報化の進んだ現代社会ではインターネ
ットと深くかかわらざるをえなくなり，その結
果現代病と言える「インターネット依存症」の
患者が増えてきている。本書はネット依存症の
専門外来をもつ久里浜医療センター医院長が体
験をもとに患者やその家族に伝えたい内容をま
とめた良書であり，教師にとっても対象生徒へ
の指導に役立つ内容と考える。
　序章「ネット依存治療専門外来」の項目では，
アメリカで開発された「インターネット依存度
テスト」の5項目の内容が紹介され，一つでも
当てはまる項目があれば，依存症の傾向が見ら
れるとする事例が紹介されている。
　日本人の「ネット依存傾向」にある成人は，
271万人と推定しており，アメリカ，ヨーロッ
パ，韓国，中国を中心に，増加傾向にあると指
摘している。また，わが国の中高校生への2012
年秋の調査結果では，8.1%の52万人がネット
依存が強く疑われると推計し，著者の専門外来
患者の50%は中高校生であると記されている。
　第1章「『ネット依存』とは何か」では，ネ
ット依存とはどのような症状を伴う依存症なの
かを，医師として診察した患者の具体的な事例
が紹介されている。
　高校生がオンラインゲームに24時間ログイ
ンし，1日15時間以上プレイしている事例が示
されている。また，クレジットカードからのお
金で魅力的な武器やアイテムを手に入れるシス
テムのゲームもあり，飽きさせないように新要
素を次々に追加して，多くの時間とお金を費や
すように仕向けられる例もあげられている。
　第2章「『ネット依存』による心と身体への
悪影響」では，他の依存症と同じく，自制しよ

うとしてもやめられず自分をコントロールでき
ない状態を目安とし，明確に身体や心に健康問
題が生じ，さらに家庭的社会的問題が発生して
いる場合を治療対象だとしている。
　ネット依存による健康問題は，視力の低下，
頭痛，めまい，吐き気，肩こり，腱鞘炎などが
あるが，さらに深刻なのは10代の若者の栄養
障害や筋力低下，骨粗しょう症をあげている。
　第3章「『ネット依存』の治療はできるのか」
では，ネット依存症も早期発見と早期治療が大
切とし，まだ一般の医師やカウンセラーでもネ
ット依存に対する認識は充分でなく，「様子を
みましょう」という静観の姿勢は逆効果である
と指摘している。またアルコールや薬物依存で
は，摂取をやめることが明確なゴールとなる。
しかし単にネットやゲームを取り上げても，こ
れからのネット社会では拒否反応がでるだけで，
何の解決にもならず，なによりも「本人の自覚」
が治療の出発点だと指摘し，その方策が述べら
れている。
　第4章「家族や身近な人はいかに対処すべき
か」では，依存症の本人に対する家族としての
対応の仕方が述べられている。
　本人にとってネットがどんな意味合いを持っ
ているのか，戸惑いや心配からではなく，別の
視点から原因を探るために家庭内の状況も見つ
め直す必要があるとしている。
　そして，家族に対する8つの提案がなされ，
その中で一番大切なことは，本人との話し合い
を続け，非難せず，見放さず，お互いに理解し
合えるように努力することだとしている。
　「あとがきに代えて」では，ネット依存の問
題は，治療経験，臨床データの蓄積が足りず，
「ネットに溺れている子どもたちが今後どんな
影響を受けた生き方をしていくか」の研究は始
まったばかりと締めくくっている。

（PHP新書，204頁，760円）　　（山下省蔵）

ネット依存症
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れの進路目的のもとに学習をする。各類型の指
導内容については以下に記す。
・設備類型
　私たちが生活する上で，電気・ガス・水道な
どのライフラインを絶やさないことが必要であ
る。もし地震などの災害が発生し，このライフ
ラインが絶たれるとどうなるのかを私たちは，
経験上知っている。
　また，現代において人間は，快適な住空間を
常に求めている。それらに必要なライフライン
や快適な住空間構築のための空気調和設備・衛
生設備・防災等に関する基礎・基本的な知識と，
さらにはクリーンエネルギーを利用し，環境に
配慮したエコで快適な生活を送るための機械・
電気・建築設備に関する内容を主に学ぶ類型で
ある。
・エネルギー類型
　将来を見据え，太陽光・風力・原子力・地中
熱などクリーンエネルギーの利用，さらには，
地球環境を考えた人間生活になくてはならない
エネルギー産業や研究開発者の輩出を目指す。
そのために必要な基礎知識の習得や学力の向上
を目指す類型である。
　なお，エネルギー類型は，国公立大学進学も
視野に入れた教科・科目の選定がなされている。
②　地球環境化学から環境工学基礎へ
　学科改編に伴い科目「地球環境化学」を平成
23年度より導入した。
　平成25年実施の学習指導要領の1つの柱でも
ある「環境及びエネルギーに配慮しつつ，工業
技術の諸問題を主体的，合理的に，かつ倫理観
をもって解決し，工業と社会の発展を図る創造
的な能力と実践的な態度を育てる」の観点から
教育課程に「環境」を位置付けし，学習指導要
領にあわせ，科目「環境工学基礎」を平成25
年度より導入している。同年度には，国立教育
政策研究所教育課程研究センターから教育課程
研究指定校事業の研究指定を受け，研究主題を

「工業教育における環境工学に関する指導方法
の研究～環境教育・エネルギー関連設備を活用
した地域に貢献できる人材の育成を目指して
～」とし，設備・エネルギー科の生徒を対象に
実施してきた。
③　学校設定科目「エネルギー基礎」の実施
　2年次に学校設定科目「エネルギー基礎」「エ
ネルギー技術」を導入し，エネルギー資源の有
効活用及び新エネルギー，環境問題，各種の発
電方式等について学習する科目を設定した。
　この科目は，高大連携及び地域の企業連携を
中心とした既存の学習とは異なる学習スタイル
で，生徒の考える力，コミュニケーション能力
向上，探究心の向上を目的に設定した学校設定
科目である。生徒が各企業を訪問し，レポート
をまとめることや，一流の研究者が特別授業を
行うなど多彩な授業バリエーションを設定して
いる。特に県外エネルギー関係施設の見学会や
海外エネルギー事情研修会等への応募など，生
徒には主体的に参加するように促している。次
年度以降さらなる学習内容の充実に向け，各方
面と連携を強化している。
⑵　導入実習設備について
　今回の学科改編にあたり，新エネルギーに関
する実習設備の新規導入を行い，既存学習（設
備類型）の実習設備も大幅にリニューアルや更
新を行い，学習環境の整備が行われた。主な導
入設備は次の通りである。
　・太陽光発電実験装置
　・太陽光発電システム，蓄電池の導入
　・風力発電実験装置，小型風力発電機設置
　・地中熱冷暖房・融雪システム
　・ヒートポンプレス地中熱融雪装置
　・空気調和実験装置
　・配管の非破壊検査試験機
　・原子力発電シミュレーター模型
　・小水力発電実習システム
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3．「改造電気自動車」車検取得へ向けた取組

　平成23年4月より「むつ市電気自動車製作実
行委員会」として，コンバートEVの製作を行
い，平成24年2月6日，むつ市庁舎内にて完成
発表会を開催し，車両は走行可能状態になった
ものの，車検取得は次年度へ持ち越しとなった。
　電気自動車製作業者・個人が増加傾向にある
ことから，電気的安全を確保する目的から改造
電気自動車に関する規定「コンバージョンEV

のガイドライン」が平成24年7月より完全実施
となり，この規定に沿った形で車検取得へ向け
た取組を行うこととなった。
⑴　車検取得へ向けた準備
　車検取得へ向けた準備として，道路運送車両
法，道路運送車両法保安基準，保安基準細目告
示に加えてコンバージョンEVのガイドライン

を理解し，これに沿った車両の製作と書類作成
が必要となる。
　通常の自動車の場合，車検取得にあたっては
自動車整備業者を通じて所轄陸運支局や軽自動
車検査協会へ車両を持ち込み，法定点検・検査
ののち，ナンバーが交付されるが，改造電気自
動車においては，エンジンがモーターに換装さ
れ，燃料もガソリン等から電池となるなど，構
造が変更されるため，改造申請書類の届出が必
要となる。改造申請を行うにあたって，所轄の
陸運支局（軽自動車の場合は軽自動車検査協会）
の担当者から助言をいただきながら書類を作成
する。申請にあたり準備した主な書類は下表の
通りである。
⑵　必要書類提出
　必要書類を作成したのち，軽自動車検査協会
青森事務所へ提出する。改造電気自動車に限ら
ず，大幅な構造変更がある車両の場合，宮城主
管事務所での書類審査も受けることとなり，審
査結果通知は2週間を要した。

原子力発電シミュレーター模型

完成発表会
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⑶　書類審査結果通知
　申請書類提出後，微細な修正箇所および説明
が乏しい文言については検査官から直接連絡が
入り，構造や文章解釈の説明を行うことで済む
ことになるが，保安基準やガイドラインに則し
ていない箇所がある場合は再度追加書類の提出
や文言の訂正を求められた。今回，提出した書
類と構造的な部分で指摘された部分は，多岐に
わたり修正・追加を行わなければならない。下
表にその一部を示す。
⑷　車検取得に向けて
　軽自動車検査協会からの指摘事項をひとつず
つ確認し，車両製作と書類作成を平行して行っ
てきた結果，平成25年3月12日無事車検を取
得することができた。

4．第2種放射線作業取扱主任者取得へ向
けた取組

　平成21年11月より「下北むつ市企業連携協
議会」を発足させ，下北地域の新たな産業振興
や企業の技術力向上を促進し，地域内の雇用を
確保することを目的に設立された協議会である。
協議会の取組として，企業の技術力向上と地域
住民ならびに高校生の就職機会確保を目的に第
2種放射線取扱主任者受験対策講習会を実施し，
資格取得に取り組んでいる。
　本校生徒も講習会に参加し，平成23年度合
格者1名，24年度1名，25年度3名と3年連続
合格者を輩出している。

5．おわりに

　本校は，ここで紹介した事例の他に，地域に
愛される学校を目指し，特別支援学校との交流
活動，むつ市との連携，体育祭・文化祭への一
人暮らし高齢者との交流，ボランティア活動を
実施している。このような活動においても各学
科の特性を生かしながら，地域と共に「ネクス
ト50」を合言葉に「ものづくり」「人づくり」
を主眼に地域社会との連携を今後も密にし，行
うことで，倫理観のある心豊かな工業人の育成
に今後も取り組んでいきたいと考えている。
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